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要       約 

本資源の資源状態について漁獲量に基づき評価した。2024年の資源水準は1975～2024年

の漁獲量から高位、資源動向は直近5年間（2020～2024年）における漁獲量の推移から増加

と判断した。2024年の漁獲量は、直近5年間において最も高い値を示した。以上より、資源

状態は良好であると判断された。 

 

年 資源量（トン） 親魚量（トン） 漁獲量（トン） F値 漁獲割合 

2020 － － 14,127 － － 

2021 － － 14,088 － － 

2022 － － 20,344 － － 

2023 － － 18,212 － － 

2024 － － 21,125 － － 

 

水準：高位  動向：増加 

 

本件資源評価に使用したデータセットは以下のとおり 

データセット 基礎情報 

漁獲量 主要港漁業種類別水揚げ量（北海道） 

北海道沖合底びき網漁業漁獲成績報告（水産庁） 

種苗放流数 栽培漁業用種苗の生産、入手、放流実績（日栽協、水産庁、水研、

豊かな海づくり協会） 

 

 

English title (authors) 

Stock assessment and evaluation of Pacific herring around Hokkaido (fiscal year 2025). 

(Isono Takeomi, Kaoru Hattori, Natsuki Hasegawa, Masayuki Chimura, Osamu Sakai, Takashi 

Yokota) 
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1．まえがき 

ニシン（Clupea pallasii）は北太平洋に広く分布する重要水産資源である。北海道周辺に

は、各地の産卵場とその周辺で生活史を完結させる地域性ニシンのほか、我が国周辺水域

とロシア水域を含む広範囲を回遊する北海道サハリン系群等の回遊性ニシンが分布する

（菅野 1983、小林ほか 1990、小林 1993）。19世紀末から20世紀初頭にかけては北海道サ

ハリン系群が大規模に資源を形成した。しかし、同系群の勢力は20世紀中頃に著しく減衰

したため、地域性ニシンがそれ以降の主要な漁獲対象である。 

 

2．生態 

（1）分布・回遊 

本種は海草や海藻が繁茂する水深が浅い水域で産卵する。仔稚魚は発育に伴い沖へ移動

して成長し、成熟すると産卵期には再び浅海域に来遊する。我が国周辺における本資源の

分布域は北海道の沿岸から沖合にかけての水域である（図1）。北海道沿岸で生活史を完結

させる地域性ニシンとしては、日本海側に分布する石狩湾系群のほか、サロマ湖、風蓮湖

や厚岸湾・厚岸湖、湧洞沼等の汽水湖沼内および内浦湾やその近辺の浅海域で産卵し、そ

れらの周辺で成長する集団が知られている（菅野 1983、小林ほか 1990）。これら地域性

ニシンそれぞれの回遊範囲は狭い。北海道サハリン系群の産卵場は、同系群が大規模に資

源を形成した頃には我が国とロシア両国の沿岸に存在したが、20世紀中頃以降はサハリン

南西沿岸のみと推定されている（小林・児玉 1995）。同系群の回遊範囲は広く、分布は我

が国周辺水域とロシア水域に跨がる。 

 

（2）年齢・成長 

地域性ニシンは寿命が6～7歳であり、北海道サハリン系群と比較すると同年齢におけ

る体サイズは大きい傾向にある（図2）。北海道サハリン系群は、成長は遅いものの寿命

は10～18歳と長い。 

 

（3）成熟・産卵 

地域性ニシンは、2歳でほぼ成熟して産卵し、産卵期は1～5月（石狩湾系群で1～3月、北

海道東部沿岸の集団で3～5月）である（小林 1993）。北海道サハリン系群は早熟の個体で

3歳、大部分は4歳で成熟し、産卵期は3～5月である（小林・児玉 1995）。 

 

（4）被捕食関係 

魚類、オキアミ類、カイアシ類、端脚類および魚類の卵や仔稚魚を捕食する（北海道区

水産研究所 1989）。捕食者は大型魚類、頭足類および海産哺乳類等である。 

 

3．漁業の状況 

（1）漁業の概要 

漁獲は沿岸漁業と沖合底びき網漁業（以下、「沖底」という）による。沿岸漁業では、

日本海沿岸の積丹以北において1～5月に刺し網により、神恵内以南において1～4月に底建

網や小型定置網により漁獲される。オホーツク海沿岸では、サロマ湖、藻琴湖、濤沸湖周
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辺や各地の沿岸において3～6月に刺し網や小型定置網により漁獲される。太平洋沿岸・根

室海峡では、内浦湾や湧洞沼、厚岸湾・厚岸湖、風蓮湖等の産卵場周辺において1～7月に

刺し網や小型定置網により漁獲される。 

沖底では、日本海の雄冬岬沖～利尻島、礼文島周辺の水深100～200 mの海域において、

9月～翌年6月に漁獲される。オホーツク海での漁獲は、宗谷岬東方沖～北見大和堆南部の

水深100～200 mの海域において、3月および8～9月に多い。漁獲物には未成魚と成魚が混在

し、両者の比率は漁獲の時期や場所によって異なる。太平洋では主に9月～翌年3月に漁獲

される。これまで太平洋は他海域に比べて漁獲量が少なかったが、2018年以降は日本海の

漁獲量を上回っている（表1）。 

 種苗放流は1982年に開始されて以降、地域性ニシンの分布域において広く行われるよう

になり、2023年の放流尾数は651.6万尾であった（補足資料2、補足図2-1）。 

 

（2）漁獲量の推移 

19世紀末から20世紀初頭にかけては北海道サハリン系群が極めて大規模に資源を形成

したため、年間漁獲量は概ね40万トン以上で推移し、1897年には97万トンに上った（小林・

児玉 1995）。しかし、同系群の勢力は20世紀中頃に著しく衰えたため、1975年以降の漁獲

量は20世紀中頃までと比べ極めて低い（表1、小林・児玉 1995、北海道水産林務部 2001）。

20世紀後半以降は、地域性ニシンが主要な漁獲対象となってきたと考えられる。直近5年間

（2020～2024年）の沿岸漁業による年間漁獲量は10,281～17,429トンの範囲で推移し、2024

年は2022年に次いで2番目に多い漁獲量であった（図3、表1）。一方、沖底による直近5年

間の年間漁獲量は1,158～3,846トンの範囲で推移し、2024年は2023年から2,687トン増加の

3,845トンであった。直近5年間の沿岸漁業と沖底による年間漁獲量の合計は、14,088～

21,125トンの範囲で推移し、増加傾向にある。2024年の年間漁獲量は、2023年から2,913ト

ン増加の21,125トンであり、1986年の72,729トンを除き最も多い漁獲量であった（表1）。 

漁獲量の推移は水域および漁法により異なる。1985年以降に着目すると、日本海では、

1980年代を除いて沖底の年間漁獲量は1,000トン未満と少なかった（表1）。日本海の沿岸

漁業による年間漁獲量は、1990年代には100トン未満となる年もあったが、2000年以降は増

加傾向となり（図4）、2024年は1985年以降最も多い漁獲量7,576トンであった。日本海にお

ける沿岸漁業の中心は積丹以北であり（図5）、2024年は2023年より1,458トン多い6,634ト

ンであった。神恵内以南においては、2007年以前は沿岸漁業による年間漁獲量が1トン未満

となる年がほとんどであったが、2008年以降は10トン以上となる年が多くなり、2024年は

2023年より715トン多い942トンであった（図5）。 

オホーツク海では、1985、2012、2021、2023年を除き、沖底による年間漁獲量が沿岸漁

業による年間漁獲量を大きく上回っている（図4、表1）。オホーツク海における沖底の漁

獲量は変動が大きく、好漁であった1986、1987、1991年は北海道サハリン系群が比較的多

く我が国沿岸水域に来遊したと考えられている年である（小林・児玉 1995）。また、これ

らとほぼ同時期には、興部以北における沿岸漁業の年間漁獲量は、1985～1987年には1, 000

トン以上、1991年には917トンと多かった（図5）。2000年以降、オホーツク海における沿

岸漁業による年間漁獲量は数10～数100トンとなる年が多かったが、2012年および2018～

2024年には1,000トン以上を記録した。2020年までこれらの大半は紋別市沿岸における漁獲
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量であり、2021、2022年を除いて湧別以南の漁獲量を上回った。また、興部以北における

漁獲量は2021年以降増加した。 

太平洋沿岸・根室海峡における漁獲量は、その大部分が沿岸漁業による漁獲量である（図

4、表1）。1985～1990年には特定の産卵場周辺において漁獲量が大きく増加する現象は認

められなかったが、1991～1997年には風蓮湖周辺と湧洞沼周辺における漁獲量が増加した

（図5）。1998～2010年は同水域全般における漁獲量は多くなかった。風蓮湖周辺では2011

年以降に漁獲量が増加し、2014、2018年、および2020～2024年には年間1,000トン以上を記

録した。厚岸湾・厚岸湖周辺では2015年以降に漁獲量が増加し、2015、2016年には年間1,000

トン以上となったが、2019年以降は減少傾向にある。なお、太平洋のその他の漁獲量は2020

年まで数トン～数百トンで推移したが、2021年には1,680トン、2022年には4,922トンを記録

した。2022年の漁獲の多く（4,500トン以上）が襟裳以西のその他・道南における漁獲であ

った（図5）。標津町および羅臼町沿岸の年間漁獲量は、2017年以前は100トン未満で推移

してきたが、2018年にはそれぞれ1,342トンおよび569トンと大きく増加した。その後も両

地域の年間漁獲量は1,500トン以上および200トン以上の状態が続き、2024年にはそれぞれ

1,607トンおよび300トンであった。 

 漁期も資源状況や漁法によって変化している。北海道サハリン系群の豊度が低いと考え

られた1992～2004年は、漁獲が1～4月および11～12月に集中する傾向があった（図6）。一

方、同系群の豊度が高かったと考えられる1986年を含む1985～1987、1991年および2005～

2007年には、主に沖底で5～10月にも漁獲され、漁期がほぼ1年間に亘って続いた年もあっ

た。2008年以降は、1～4月の漁獲量が高い割合を占めているが、2018年以降は5～10月の漁

獲量の割合が増加した。 

 

4．資源の状態 

（1）資源評価の方法 

資源評価には、1975年以降の沿岸漁業と沖底による漁獲量の合計を用いた（補足資料1）。

沿岸漁業による漁獲量としては、北海道における沖底を除く水揚げ量を用いた。沖底によ

る漁獲量としては、中海区北海道日本海、オコック沿岸（ロシア水域は含まない）、道東お

よび襟裳以西における漁獲量を用いた。 

 

（2）資源水準・動向の判断 

資源水準は、1975～2024年の漁獲量を平均した値を50として各年の漁獲量を指標値（資

源水準値）化し、70以上を高位、30以上70未満を中位、30未満を低位とした。2024年の資

源水準は、資源水準値が117.4であるため、高位と判断した（図7）。資源動向は、直近5年

間（2020～2024年）における漁獲量の推移から増加と判断した。 

 漁獲量を指標とした資源水準は、2008～2015年は低位であったが、2016年以降に漁獲量

が増加したことにより、2016および2017年には中位、2018～2024年には高位となった。 

 日本海においては、沿岸漁業における漁獲量は1985年以降最も多く、日本海積丹以北お

よび神恵内以南のいずれも前年より増加した（図5）。同水域で主要な漁獲対象となってい

る石狩湾系群においても、2024年4月までの漁期には1985年以降最多の漁獲量を記録した

（中央水産試験場・稚内水産試験場 印刷中）。ただし、2025年1月以降の直近漁期には漁
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獲量が前年漁期の半分以下まで減少したことが報告されており（中央水産試験場・稚内水

産試験場 印刷中）、同系群の今後の動向には注視が必要である。なお、北海道の日本海沿

岸は、20世紀中頃まで確認されていた北海道サハリン系群の産卵場を有している（小林・

児玉 1995）。近年、北海道サハリン系群の産卵来遊の継続が指摘されており（稚内水産試

験場 印刷中）、同系群の来遊も日本海での漁獲量増加に寄与しているものと考えられる。 

 オホーツク海においては、沖底による漁獲量は2019年まで増加したのち、2020年以降は

増減を繰り返している（表1）。沿岸漁業では2018年以降紋別および湧別以南における漁獲

が多く、2021年以降は興部以北における漁獲も増加している（図5）。同水域の漁獲物には

北海道サハリン系群の特徴を有しているものもあるが、複数の系群に属すると考えられる

ため（稚内水産試験場 印刷中）、漁獲量が変動した要因は不明である。 

 太平洋・根室海峡においては、風蓮湖の産卵場とその周辺に由来する地域性ニシンの漁

獲量が多い状態が続いており、2018年以降、標津町および羅臼町地先において特異的な豊

漁が記録され、太平洋・根室海峡における漁獲量を大きく増加させた（図5）。この豊漁を

もたらした集団には風蓮湖と異なる遺伝集団も含まれることが示されており（堀井 2020、

堀井ほか 2024）、漁獲量増加の要因には不明な点が多い。また、厚岸湾・厚岸湖の産卵場

とその周辺に分布する地域性ニシンについては、2012年級群以降の加入量が多かったこと

が示唆されており（堀井 2018）、これらの年級群の加入が資源量を増加させたと考えられ

る。しかし、当該海域における漁獲量は2020年以降、減少傾向にある。一方、襟裳以西の

その他・道南における漁獲量は、2022年に著しく増大した。2023年は前年より減少したが、

依然として高い水準を維持している（図5）。当該海域におけるニシンがどの系群に属する

かは不明な点が多く、漁獲量が変動した要因は不明である。 

 

5．資源管理の方策 

 地域性ニシンの管理方策として、それを主に漁獲する沿岸漁業では、多くの漁場におい

て、産卵親魚を確保する目的で刺し網の目合を規制することによる若齢魚の保護が行われ

ている。このような取り組みの中、2000年以降は日本海、オホーツク海、太平洋および根

室海峡において沿岸漁業の漁獲量がいずれも増加傾向となった（図5）。本資源を持続的に

利用していくためには、若齢魚の保護による産卵親魚を確保する取り組みは今後とも不可

欠である。 

北海道サハリン系群は、豊度が高まると北海道周辺への来遊量が著しく増加する可能性

があるため、我が国沿岸における漁獲量に大きな影響を及ぼす存在である。1986、1991年

の好漁後に継続的な来遊量の増加は認められていないが、オホーツク海や日本海北部の沿

岸では同系群の来遊が継続している可能性が指摘されており（稚内水産試験場 印刷中）、

動向を注視する必要がある。なお、Ivshina（2022）によると、隣接するロシア水域におい

て、2015年以降の北海道サハリン系群の資源量増加が指摘されている。また、ロシア連邦

がサハリン水域や千島列島南西水域に設定しているTACに関しても、2021年に急増してい

る（補足資料3）。同系群の管理方策の一つとして、日本海およびオホーツク海で操業する

沖底では、漁獲物に占める体長22 cm未満の個体が10分の1を超える割合で混入する場合に

は直ちに操業を中止して他の漁場に移動しなければならないという制限が設けられている。

小型個体を保護する取り組みは、親魚を減少させないことに繋がりうるため、今後も継続
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する必要がある。 

種苗放流は1982年に開始され、地域性ニシンの分布域において行われている（補足資料

2、補足図2-1）。地域性ニシンの加入量変動には稚魚期までの生残が影響するため（児玉 

1997）、これらの水域では産卵場となる沿岸域や汽水湖沼域の環境保全を進めることが資

源量の回復を目指す上で重要である。 
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図 1. 北海道周辺におけるニシンの分布と産卵場 

 

 

 

 

図 2. 北海道周辺に分布するニシンの成長 

  北海道サハリン系群は小林・児玉（1995）、石狩湾系群は入江（1980）および小林（1993）、

風蓮湖産ニシンは小林（1993）を参照。厚岸湾・厚岸湖産ニシンは 2017～2019 年 3～

5 月に小型定置網漁業により漁獲された個体の測定記録（横田 未発表）。  
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図 3. 北海道周辺におけるニシンの漁獲量 

 

 

 

図 4. 北海道の日本海、オホーツク海および太平洋・根室海峡におけるニシンの漁獲量   
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図 5. 北海道周辺における沿岸漁業によるニシンの漁獲量 

集計範囲は、日本海沿岸は松前町～稚内市、オホーツク海沿岸は猿払村～斜里町、太

平洋沿岸は根室市の歯舞漁業協同組合～福島町、根室海峡は羅臼町～根室市の根室漁

業協同組合。日本海沿岸の図における積丹以北、神恵内以南は、それぞれ積丹町～稚

内市所在の漁業協同組合、松前町～神恵内村所在の漁業協同組合における集計記録の

合計。オホーツク海の図における興部以北、紋別、湧別以南は、それぞれ猿払村～興

部町所在の漁業協同組合、紋別漁業協同組合、湧別町～斜里町所在の漁業協同組合に

おける集計記録の合計。太平洋沿岸の図における湧洞沼は広尾、大樹および大津漁業

協同組合（厚内支所を含む）、厚岸は昆布森、厚岸、散布および浜中漁業協同組合、そ

の他・道南は福島吉岡～えりも漁業協同組合、その他・道東は白糠～釧路東部、落石・

歯舞漁業協同組合における集計記録の合計。根室海峡の図における風蓮湖は根室、根

室湾中部、別海および野付漁業協同組合における集計記録の合計、標津、羅臼はそれ

ぞれ標津漁業協同組合、羅臼漁業協同組合における集計記録。 
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図 6. 北海道周辺におけるニシンの年間漁獲量（沿岸漁業と沖底の合計）に占める各漁期

（2 ヶ月単位）の漁獲量の割合 

 

 

図 7. 北海道周辺におけるニシンの資源水準値と資源水準の判断基準  
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表 1. 北海道周辺におけるニシンの漁獲量（トン） 

 

沿岸漁業の集計範囲は、日本海は松前町～稚内市、オホーツク海は猿払村～斜里町、太平

洋・根室海峡は羅臼町～福島町。沖底の集計範囲は、日本海は中海区北海道日本海、オホ

ーツク海は中海区オコック沿岸（ロシア水域は含まない）、太平洋・根室海峡は中海区道東

および襟裳以西。2024 年は暫定値。  
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補足資料 1 資源評価の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2024年までの漁獲量 

水準判断 

漁獲量（1975～2024年）

平均値を50に変換した 

場合の±20を基準 

動向判断 

直近5年間の漁獲量の推移 
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補足資料 2 種苗放流 

資源量の増大を目的とした種苗放流は、地域性ニシンの人工種苗を用いて1982年以降に

太平洋沿岸・根室海峡、1996年以降に日本海沿岸において行われている（日本栽培漁業協

会厚岸事業場 1983～1993、水産庁・日本栽培漁業協会 1995～1997、水産庁・日本栽培漁

業協会 1998～2003、水産庁・水産総合研究センター 2004、水産庁・水産総合研究センタ

ー・全国豊かな海づくり推進協会 2005～2012、水産総合研究センター 2013～2016、水産

研究・教育機構 2017～2020、水産庁増殖推進部・水産研究・教育機構・全国豊かな海づく

り推進協会 2021～2023）。2015年以降の放流尾数は毎年500万尾以上である。 

放流効果は、耳石にアリザリン・コンプレキソン等の標識を施した放流種苗の再捕記録

を用いて回収率（再捕数尾数/放流尾数）等が算出される。漁獲量が低水準であった時期に

は種苗放流が資源量の維持に寄与したことが示唆されるデータが得られている。それによ

ると、風蓮湖では、湖内での中間育成後に放流された人工種苗の回収率は2005～2013年放

流群では5.4～11.2%、湖内に直接放流された人工種苗の回収率は2008～2013年には4.0～

12.1%と高かった（釧路水産試験場 2020）。厚岸湾・厚岸湖では、湾内で中間育成後に放

流された人工種苗の回収率は1995～2012年放流群では1.7～14.8%であった（横田ほか 未発

表）。日本海沿岸では2000年以降、風蓮湖周辺では2011年以降、厚岸湾・厚岸湖周辺では

2015年以降は、漁獲量の増加に伴い漁獲物等の中から放流魚が発見されにくくなった。 
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補足図 2-1. 北海道周辺水域における放流尾数 

  1982～1992 年は日本栽培漁業協会厚岸事業場 （1983～1993）、1993～2001 年は水産

庁・日本栽培漁業協会（1995～2003）、2002 年は水産庁・水産総合研究センター（2004）、

2003～2010 年は水産庁・水産総合研究センター・全国豊かな海づくり推進協会（2005

～2012）、2011～2014 年は水産総合研究センター（2013～2016）、2015～2018 年は水

産研究・教育機構（2017～2020）、2019～2023 年は水産庁増殖推進部・水産研究・教育

機構・全国豊かな海づくり推進協会（2021～2025）を参照。 
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補足資料 3 隣接する海域でのロシアの TAC 

隣接するサハリン水域や千島列島南西水域では、ロシアの小型定置網などが操業してい

るが、漁獲量や漁獲物の特性などの詳細な情報は十分ではない。補足図 3-1 にこれらの水

域を含む海区に設定された近年のロシアの TAC を示す（ロシアでの海区名：西サハリン小

海区、南クリル海区）。これらの海区の TAC は 2021 年以降急増し、西サハリン小海区で

は 2.9～9.4 千トン、南クリル海区では 1.96 千トンである。この TAC が当該海域の資源量

を反映したものと仮定すると、その資源状況は 2021 年以降、良好な状況にあると考えられ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

補足図 3-1. ロシア連邦が設定している漁業海区名「西サハリン小海区」および「南クリ

ル海区」におけるニシンの TAC数量 
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